
団体概要

所在地 北海道札幌市
代表者名 代表 片岡 有喜子
設立年 2023年
スタッフ数 3人
活動日数 週7日
https://hokkaidofoodbanknetwork.
localinfo.jp/

2023 年度活動実績
取扱量 約 35 トン
食料提供者 7 社 ( 団体含む）
食料提供先 加盟 16 団体
 （通じて各世帯へ）

活動内容

北海道内におけるフードバンク
団体のネットワークとして2023
年4月に発足。16団体が加盟
し、地域間での食品の均等化を
図る。また勉強会などを通じ、
フードバンク団体としての信頼
性の向上にも取り組んでいる。

地域を越えた食支援
ノウハウ共有や勉強会も
北海道フードバンクネットワーク

　2023年にネットワークとして発

足したばかり。加盟団体同士の

連携や交流を深める必要性があ

るのはもちろん、設立間もない

加盟団体もいることから、ネッ

トワーク全体の底上げも課題。

　ここ数年はコロナ禍や物価高

が重なり、フードバンクの需要

が増している。広い北海道で困

窮世帯への支援を充実させるに

は、地域間の食料や情報のやり

取りが重要課題となっている。

　また、ネットワーク発足前は

企業から食料寄贈の申し出があ

っても一つの団体では対応しき

れない場合もあった。北海道と

いう土地柄、地域で農産物の余

剰が出ることも少なくない。

　団体同士の交流により、ノウ

ハウやそれぞれが抱える課題な

ど情報の共有がなされた。2024年

1月には札幌にてシンポジウムを

開催（次頁参照）。また、団体

運営や衛生管理の勉強会、お互

いの団体への視察等を開催し、

フードバンク団体としての活動

の底上げも果たしている。

　加盟団体同士で余剰農産物等

のやり取りも生まれ、地域間に

おける食品の均等化にもつなが

っている。

　これまで大口の寄贈があって

も一つの団体では対応しきれな

いことがあったが、ネットワー

クができたことで2023年は企業や

団体から7件の大口寄贈を受ける

ことができた。企業としては一

つの窓口でやり取りが済み、合

意書の取り交わしなど事務負担

が軽減。迅速にマッチングが進

むようになった。

地域や団体の課題

▲団体同士で視察会を行い情報共有

団体のここがポイント！

Q.多くの企業から寄贈を受けて
いるが、つながるコツは？
　発信に注力することで、思い

のある企業からの問い合わせが

増えた。特に最近はSNSに力を入

れている。これまではfacebook

が中心だったが、インターンシ

ップの協力によりYouTubeや

Instagram、Tiktokなどにも挑戦

している。

　自分だけでがんばらず、周り

の力を借りるようにしている。

Q.これから取り組みたいことは
ありますか？
　広い北海道にまだ空白地域は

存在しているので、立ち上げ支

援にも積極的に取り組みたい。

拠点が増えるとより多くの食料

が届けられるし、自分も助けて

もらったので恩返ししたい。

　また、ネットワークとしての

知名度をあげ地元企業にアプロ

ーチし、地元に愛されながら活

動を継続していきたい。

担当者に聞いてみた

代表 片岡 有喜子さん
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地域間の食料の均等化

7件の寄贈を分配

交流・勉強会の開催で
団体の底上げを
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広い北海道をどうつなぐか
企業の実例も共有

　2023年4月に発足した北海道フ

ードバンクネットワーク。この

シンポジウムでは、発足以来ど

のような活動を行っているか、

また、企業によるフードバンク

活動への支援実例などが共有さ

れた。

　ネットワークの活動報告とし

て、それまで一つの団体で対応

しきれなかった食品をネットワ

ーク加盟団体で活用できるよう

になった事例などの発表も。

　自動車関連の事業を行う企業

からの実例紹介では、スーパー

で実施されたフードドライブの

食品を回収し、フードバンク団

体の倉庫へ配送する取り組みを

発表。企業は食品の寄贈だけで

なく、それぞれの強みを生かし

た支援の仕方があることが共有

された。

　また当日は講演として、昨今

のSDGsや社会貢献への関心の高

まりを受け、企業が積極的にフ

ードバンク活動への支援に取り

組む必要性などについて説明が

なされた。

　当日の様子は、絵や図を用い

てまとめるグラフィックレコー

ディングで記録する試みも。

　シンポジウム翌日には、ネットワーク

加盟団体の集合研修が行われ、オンライ

ン含め12人が参加した。

　シンポジウムでも登壇した全国フード

バンク推進協議会の米山代表が講師とし

て、食品衛生管理の徹底などについて説

明。「食品事故があると、自団体だけで

なくネットワーク全体の信用を落とすこ

とになる。研修を通じて衛生管理徹底の

重要性が再認識された」と片岡代表。

　研修会ではお互いの活動や課題も共有

され、関係を深める機会にもなった。

団体のここがポイント！ 担当者に聞いてみた

開催概要

公開シンポジウム
企業とフードバンクのパート
ナーシップで叶える社会課題
の解決

主催：北海道フードバンクネ
ットワーク

協力： 農林水産省　北海道農
政事務所

日時 2024年1月23日
 13:30～16:00

場所 北海道札幌市
 札幌エルプラザ

対象 フードバンク活動団体
 企業・行政
 フードバンクに関心の
 ある市民

参加者 75 名
参考 P.28（北海道フードバ
ンクネットワークの紹介）

▲グラフィックレコ―ディング

1） 北海道フードバンクネットワーク活動報告

 ・NPO法人フードバンクイコロさっぽろ
 ・フードバンク富良野
 ・フードバンクくしろ

2） 講演　
 一般社団法人 全国フードバンク推進協議会 代表理事 米山廣明氏

3） 休憩&とっておきの道産食品(名刺交換)

4） 企業の実例紹介
 ・株式会社ローソン
 ・イオン北海道株式会社
 ・アンビシャスグループ北海道株式会社（札幌トヨベット株式会社）

5） 寄贈の税制優遇について　農林水産省北海道農政部

6） まとめ＆アンケート

シンポジウム 内容

研修会で活動の底上げ

イベントレポート　　　北海道フードバンクネットワーク



立ち上げ支援や研修で
企業からの信用を
NPO法人 埼玉フードパントリーネットワーク

団体概要

所在地 埼玉県越谷市
代表者名 理事長　草場 澄江
設立年 2019年2月
加盟団体 埼玉県内30市町の
 75団体
活動日数 週7日
https://saitama-fpn.main.jp/

2022 年度活動実績
取扱量 約 145 トン
食料提供者 企業・団体 63 社
食料提供先 約 3500 世帯

活動内容

埼玉県内のフードパントリーの
運営者同士の交流と情報交換、
寄贈食品のネットワーク加盟団
体内でのシェア、中間拠点とな
る倉庫を県内に設置し整備、ア
ドバイザーによるフードパント
リー新規立ち上げ支援を行って
いる。

　埼玉フードパントリーネットワーク（以下SFPN）

には、2024年1月時点で埼玉県内30市町の75団体が加盟

している。寄贈品を企業などから受けるには、団体が

企業に信用されることが必要です。SFPNの特徴とし

て、“団体立ち上げの支援”と“中間拠点”がある。

　SFPNは、フードパントリーを新たに開設したい人

向けのスタートブックを発行している。

（https://saitama-fpn.com/wp-content/uploads/2021/

04/startbook.pdf）

　スタートブックには、パントリーを行うにあたり基

本知識となる食品衛生、トレーサビリティ、個人情報

の取扱、告知の注意点、転売防止や、SFPNの中間拠

点や運送会社の支援、アドバイザーについて等の説明

と各パントリーの事例が紹介されている。

　SFPNでは新規パントリーの立ち上げ支援としてア

ドバイザーを派遣している。アドバイザー制度は埼玉

県が取り組んでいる事業で、子どもの居場所づくりを

推進するために導入された。SFPNでは団体の食品取

扱等に関する知識や取り組む心構えを揃える必要性か

ら導入した。SFPNは本制度の団体アドバイザーに任

命されている。個人アドバイザー資格者3人を含め12

人が登録され、丁寧なアドバイスを行っている。

　SFPNに加盟する場合、1時間～1時間半ほどのアドバ

イザー派遣を2度受ける。団体に説明する内容として、

パントリーの始め方（会場の決め方、フードバンクと

の契約、輸送手段の確保、ボランティアの確保）、周

知の方法（行政連携、地域の協力、SNSの活用）、配

付のまで流れ、ネットワークの様々な取り組みなどを

説明している。

　その後、SFPNと“食品等の譲渡に関する合意書”“中

間拠点利用に関する合意書”“配送支援に関する合意書”

の3つの合意書を理解の上で結ぶ。食品等の譲渡に関

する合意書はSFPNと団体間の契約で、食品衛生管理

の徹底と転売防止について。例えば団体で高額な物を

配付する際は、個別に誓約書を書いてもらうなど転売

防止策を講じている。

団体立ち上げ支援制度について

写真

▲スタートブックで立ち上げ支援 ▲各団体が管理シートに入力することで、リアルタイムで管理できる

　SFPNに加盟する団体にはいくつかの条件を設けて

いる。①アドバイザー制度を利用し2回の研修を受けて

いる②主に子育て支援のフードパントリーである③開

催場所が確保できている④自分で輸送手段を確保して

いる⑤3ヶ月以内に開催が決まっている⑥年会費6,000

円を負担⑦ネットワーク内の役目を受ける。

　アドバイザー制度やスタートブック、合意書や条件

を取り入れることでSFPNに加盟する団体のレベルを

統一することができ、加盟している団体であれば食品

の取扱が担保され、企業が安心して寄贈をしやすい環

境を構築している。結果的にそのことがSFPN全体の

信頼性の担保となり、寄贈品は年々増加している。

SFPNへの寄贈だけではなく、中間拠点や地域への直

接の寄贈品も増えているので、SFPNで出している数

字以上の寄贈があるのが現状。

　中間拠点は県内に9箇所設置されている。埼玉県福

祉部少子政策課のマッチングによってつながった団体

や企業からの寄贈品を拠点で管理している。拠点に対

し約4〜12の団体が紐づけられており、大量の寄贈品を

一括で受け取り、拠点にて寄贈品を分配している。

　寄贈品の依頼がきたら、まず拠点のリーダーにメー

ルで寄贈品の内容と賞味期限などを伝える。その上で

保管ができるかを判断してもらい、保管が可能であれ

ば配送をどうするか拠点リーダーと企業の間にSFPN

が入って調整する。

　団体の配付世帯数に応じて中間拠点への寄贈品の配

付数を決めている。中間拠点に届く寄贈品の数が決ま

り次第、団体にグループLINEで連絡を一斉に送り、い

つ拠点に取りに来られるか連絡のやりとりをする。寄

贈品は基本、中間拠点に団体が受け取りに来て、団体

の配付場所に利用者が取りに来る。団体の負担になら

ない受け取り型だからからこそ、ネットワークを広げ

ることができた。

　寄贈品が拠点に届き、団体が取りにきた際はライン

ワークスなどの各拠点がそれぞれのシステムを使い、

受け取ったらチェックをして団体の受け取り漏れがな

いか在庫管理をしている。

　県域全体の交流は年に2回、中間拠点リーダー会議を

3ヶ月ごとに行い情報交換を行っている。中間拠点リ

ーダー会議では、拠点のリーダー等が集まり、定期寄

贈品の利用調整、運用に関する意見交換、中間拠点の

再編成を行っている。今年度は一年ほどかけて、中間

拠点リーダー会議でリーダーにどのように管理をして

いるのか発表してもらった。それぞれ管理方法が違う

ので良い情報交換の場となり、各中間拠点の課題や管

理が改善された。

　以前一ヶ月で10~20世帯ほど配付先が増えたが、把

握できておらず寄贈品が間に合わないことがあった。

そこで、最適な寄贈品の配分のために、各団体が何世

帯に配付したかを入力し、世帯数をリアルタイムで

SFPNにて管理している。そうすることで世帯数が増

加している団体にもすぐに配付数を変え、寄贈品を1週

間〜2週間程度で全体に最適に配付される仕組みを整

えている。今は約4300世帯ほど登録されている。

　皆ITが得意なわけではないので、ITのスキルアップ

も課題の一つだった。研修を行いながら、リアルタイ

ムで世帯数を把握する仕組みを構築するまでには3年

かかった。

　また、SFPNに加盟しているパントリーの活動は、

利用者の住所や電話番号を管理しながら行っているの

で、万が一事故などが起こった際にはすぐに連絡を取

ることができる。どの中間拠点からどの団体に渡り、

どの利用者に寄贈品が渡っているのか、末端までトレ

ーサビリティの体制が取れていることも、企業が安心

して寄贈することができる要因の一つになっている。

中間拠点の仕組みと役割
加盟団体の配布実績を一元管理

専門家派遣事業
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企業開拓や窓口の一本化へ
フードバンク協議会を発足

　福岡県がフードバンクを使っ
た食品ロス削減をテーマに研究

会をつくり、エフコープ（福岡

県内約55万人が加入する九州最大

の生協）もメンバーに入った。

その中で、活動継続には収益面

で心配があることや、企業等が

どの団体に問い合わせていいか

困っていることも分かった。

県内のフードバンク団体を支援

する仕組みが必要と、協同組合

（生協・農協）で運営する協議

会が2019年4月に発足した。

一般社団法人福岡県フードバンク協議会

　窓口を協議会に一本化し、企

業がどの団体に連絡するか迷わ

なくなった。協議会が各フード

バンク団体への食品数の調整等

の連絡を行うため、企業側の負

担が減った。

　これまで、99社の新規企業開
拓を行い食品寄贈量が増加。併

せて、企業の機関誌に食品ロス

の記事を載せてもらう等の工夫

を行っている。

　協議会に食品の寄贈をするこ

とで、現場で適切に使われると

いう安心感がある。

お金の寄付については、どこの団

体にどのくらいで分配するかを企

業と話し合い決定している。

またエフコープの倉庫で食品の

保管をしているため、企業も安

心して提供できる。

団体概要

所在地 福岡県古賀市
代表者名 理事長
 堤 新吾
設立年 2019年
スタッフ数 2名
ボランティア 0名
 （エフコープからの応 

 援あり）

活動日数 週5日
https://ffb-kyougikai.com/

2022 年度活動実績

取扱量 福岡県下の各  
 フードバンク団 
 体で計上
食料提供者 約 200 社
食料提供先 福岡県下のフー 
 ドバンク団体

活動内容

食料資源の流通を変更すること
により、可能な限り資源利用の
偏りが是正される公平な社会、
互いに助け合い、一人ひとりが
安心して暮らすことができる共
助社会を目指している。

▲食品提供の様子

　できると思う。そのためには、

県や市町村、行政のバックアップ

は必要不可欠。

もともと協同組合は助け合いの精

神があるため、こうした社会の課

題解決に向けた組織運営は向いて

いる面があるのかもしれない。

社会情勢には左右されるが、今後

は一般企業が社会貢献の一環とし

て、より一層フードバンク活動に

参画できるような仕組みが必要だ

と思う。

　福岡県内のフードバンク団体の

基盤強化を図りたい。持続可能な

活動ができるように引き続き支援

していきたい。

地域や団体の課題 担当者に聞いてみた団体のここがポイント！
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フードバンク団体を支援
する仕組み

企業の負担軽減

新規事業の開拓

信用性の担保

一般財団法人
福岡県フードバンク協議会
事務局長

向居 秀文さん

Q.福岡県外の地域でも協議会のよ

うな仕組みや、中間的な組織はで

きると思いますか

Q.今後の展開について

　新型コロナや物価高騰の影響

等で、生活困難家庭が急増。特

に ひ と り 親 家 庭 の 状 況 が 深 刻

化。全県16,000人の児童扶養手当

受給者へ食支援の利用案内をし

ている。

 新設団体増加に伴い、規模・運

営方法が異なる団体間の緊密な

連携の継続に注力。各団体とも

に活動資金や寄贈食品の確保に

課題を抱え、リアルタイムの支

援ニーズが高まっている。

生活困窮者世帯の増加 適正分配、適正消費

運営基盤の底上げ

団体間の合意形成と運営
支援

地域や団体の課題

　米どころの新潟でもあり、団体

によっては新米収穫の時期に古米

の大量寄贈がある。米は、適切な

温度での保管条件が必要なため、

基本は玄米での提供を受け、協議

会保有の米専用の冷蔵設備で保管

する。その後、寄付された精米機

により、精米したものを加盟団体

がそれぞれの必要数に応じて分配

をする。

　食品寄贈の際は、協議会が一括

して合意書を結ぶことで、企業側

と加盟団体の双方の負担を減らし

ている。加盟団体内では、食品の

取り扱いや適正分配についての知

見を共有し、食品衛生管理講習を

定期的に行っている。また協議会

加盟の際は「フードバンク活動に

おける食品の取扱い等に関する手

引き」の遵守を条件としている。

担当者に聞いてみた

　中間支援組織が協議会事務局

を担い、加盟団体が抱える世帯

数や提供先を把握。大口、小口

の様々な食品寄贈依頼を一括し

て受け的確に分配している。最

終受益者の食品の平均消費時期

は約2ヶ月とし、無理なく消費で

きる適正分配を意識している。

　加盟団体の拠点には、補助金

や助成金を利用し、業務用冷蔵

庫・冷凍庫を設置。加盟団体毎

に業務用保冷箱を配置したり、

大量寄贈の場合は、連携する企業

の倉庫に一時的な保管を依頼した

り、運搬車両18台を協議会が一括

レンタルし必要な団体が利用した

りするなど、ハブ的な役割を担う

ことで安心安全に大量の食品取り

扱いに寄与している。

団体のここがポイント！

県内フードバンクの旗振役
適正管理と分配で基盤強化
新潟県フードバンク連絡協議会

新潟県フードバンク連絡協議会
事務局長　小林 淳さん

▲適正管理のもと保管されている古米

Q.県ならではの工夫は？

Q.ネットワークだからできること

は？

団体概要

所在地 新潟県三条市
代表者名 会長　山下 浩子
設立年 2020年
スタッフ数 20 名
ボランティア 約2000名
活動日数 週7日
https://niigata-fblc.org/

2022 年度活動実績

取扱量 400 トン
 ( うち他フードバンク 

   から 20 トン )

食料提供者 企業 約 1000 社
 個人約 1400 人
食料提供先 約 300 団体
 約 6500 世帯

活動内容

新潟県内25団体での協働体制
で、大量の食品提供を実現。
2023年度は約1,000tの取り扱いを
行った。配布先は、全県の専門
機関や企業・団体等、支援情報
提供のハブ機能を担う。

専門家派遣事業

優良事例 23
ネットワーク
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在庫管理ツールの作成
低コストで高い汎用性

 在庫管理や報告業務等の事務処

理に時間が取られ、支援時間が

奪われることがある。事務処理

を 効 率 化 す る ツ ー ル を 活 用 し

て、支援時間を確保したい。

　在庫管理にエクセルを使用し

ているが、管理が大変で入力時

間もかかるため簡略化したい。

また、現在の方法では取扱量が

算出されないため別での管理が

必要で、入力作業が二度手間に

なっている。

団体が直面していた課題

　日々の入出庫を入力すれば取
扱量が一覧化されるため、行政へ

の報告書にも利用可能。作業時間

が大幅に削減され、報告書作成は

ボランティアへ依頼することも可

能になった。

　賞味期限や倉庫の管理も正確に

行えるので、今後の取扱量の増加

にも柔軟に対応できる。

どんな変化が起きた？

フードバンク神戸
（特定非営利活動法人神戸こども食堂ネットワーク）

　使いやすさとコストを重視し、

エクセルのままで新たな在庫管理

シートを作成。必要な情報を一

つのシートで管理できるように

した。パソコンに不慣れなスタ

ッフでも抵抗のないようできる

限り簡略化し、活用するハード

ルを下げることにも留意した。

また、多少の知識があれば団体

自身でのカスタマイズも可能に

なっている。例えば、複数の倉

庫へ分けて食品を保管する場合

は、機能を追加することで各倉

庫の在庫確認もできる。

※次頁で在庫管理シートを紹介

　今回は専門家が事務受託者を

兼ねて対応したことで、システ

ムの設計だけでなく実際に現場

で活用するところまで行うこと

ができた。

派遣された専門家
徳長 千普 氏
飛鳥電子株式会社

専門家から見たポイント

専門家派遣実績

8回 8時間

団体概要

所在地 兵庫県神戸市
代表者名 理事長
 小野田 悦子
設立年 2020年
スタッフ数 0名
ボランティア 10名
活動日数 週5日
https://kobeksnw.com/

2022 年度活動実績

取扱量 24 トン
食料提供者 12 社
食料提供 約 20 団体
 約 500 世帯

活動内容

神戸市内のこども食堂等に対し
て、食材や運営、衛生管理、広
報等に関するサポート事業を行
う。食事提供支援や学習支援、
企画等を通してこどもたちの豊
かな生活と地域社会づくりに寄
与することを目的とする。

▲無償提供いただいた看板

団体担当者より
　取扱量が増える状況で、以前の管

理方法では事務負担の大きさが課題

でした。専門家派遣による丁寧なヒ

アリングで課題が明確になり、寄付

情報を一元化することでシンプルな

入出庫管理が可能になりました。事

務処理の軽減と管理体制の強化につ

ながり、大変助かっています。

理事長
小野田 悦子さん

事務処理を効率化したい

在庫管理方法に課題

情報をまとめ簡略化

事務受託者派遣を活用

報告業務の効率化に成功

取扱量増加にも対応

専門家派遣事業

優良事例 24
その他
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フードバンク神戸　在庫管理シート

①エクセルの「在庫管理表」シートに提供企業/食品種類・数等を入力

②提供企業ごとの食品提供状況一覧

③食品ごとの提供状況一覧
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東北フードバンク連携センター

事務局長　阿部 知幸さん

企業・団体の双方にプラス
運営マニュアルの作成へ

　東北で活動する団体の特徴と
して、東日本大震災をきっかけ

に、必要に迫られて活動を開始

している場合が多い。そのため、

食品の管理体制やルールの整備が

二の次になっている場合もある。

　フードバンク運営の基準とな

る衛生管理等のマニュアルは、

他組織が作成したものがいくつ

か存在するが、基準が厳しすぎ

るものも。企業が安心して食品

を寄贈でき、また団体の活動指

標になる新しいマニュアルづく

りが必要。

地域や団体の課題

　倉庫での管理状況・輸送方法・

チェックの仕方・支援先の選定方

法などを考えています。

 企業としては一つの窓口として

連携センターに寄付をすれば、基

準をクリアした他地域の加盟団体

にも安心して食品を渡すことがで

きます。これにより、地域間の食

品の偏りを埋めることができると

考えています。

 あまり項目が細かすぎると、ク

リアできず挫折したり、時間がか

かりすぎたりしてしまうことも考

えられます。企業の信頼を得なが

ら、団体の質を担保できるような

落としどころを探っていきたい。

担当者に聞いてみた

一般社団法人 東北フードバンク連携センター

企業が安心して食品を寄贈でき

るよう、食品の衛生管理や在庫

管理方法などを記した、フード

バンク団体のマニュアルを作成

することに。団体担当者は約10年

の活動実績があり、企業が気に

するポイントや、どの程度基準

をクリアしていれば安心できる

かのラインを理解している。

　マニュアルは現在活動してい

る団体だけでなく、これから開

始する団体にとっても、どうい

うポイントをクリアするべきか

という指標になる。

 マニュアルができることで、食

品の安全性や支援先の適切性が

証明され、企業は安心して寄付

ができる。また、一定の基準を

クリアすることは、食品事故の

防止など団体自身を守ることに

もつながる。

団体のここがポイント！

団体概要

所在地 宮城県仙台市
代表者名 代表理事
 末永 博
設立年 2020年
スタッフ数 4 名
活動日数 週5日
https://tohoku-fb.net/

2022 年度活動実績

取扱量 14.7 トン
食料提供者 企業 13 社
 （及び加盟 11 団体）

食料提供先  加盟 11 団体
 （通じて支援機関や施 

   設等へ配布）

活動内容

東北6県で活動するフードバンク
団体の運営サポートとともに、
企業と団体とのコーディネート
を行っている。東北では宮城県
仙台市に企業が集中しているた
め、県を越えて連携し地域全体
での支援に取り組んでいる。

▲倉庫視察の様子

Q.マニュアルのチェック項目はど

のようになりそうですか？

Q.マニュアルが完成することで、

どんな変化を想定していますか？

Q.作成にあたり気を付けているこ

とはありますか

専門家派遣事業

優良事例 25
その他
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共通ルールの必要性

企業と団体双方に
メリットとなる基準を

フードバンク団体の       
マニュアル作成

食品の安全性等を証明
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行政・企業・団体の事例共有
地域の連携を強化

　フードバンク活動を促進する

ため、東北フードバンク連携セ

ンターは東北農政局と情報交換

会を共同開催した。

　情報交換会には、フードバン

ク団体をはじめ、食品製造業、

小売などフードバンクに関心の

ある企業などの参加があった。

　農林水産省担当者からは、フ

ードバンク活動の状況や課題を

はじめ、フードバンク活動を促

進させるための支援等の情報が

共有された。

　また、フードバンク活動に取

り組む事業者や、フードバンク

団体からの報告も。東北でのフ

ードバンク活動がどのように広

がっているかや、まだまだ支援

が必要な現状について発表があ

った。

　意見交換の場では、参加した

企業担当者より「どのように支

援に関われるのか」「どういっ

た食品や量が受け入れてもらえ

るのか分からない」などの質問

があった。それを受けてフード

バンク団体からは「情報が集約

されているウェブサイトなどの

整備も必要」と意見があった。

　情報交換会開催後、東北フー

ドバンク連携センターに加盟す

る団体の研修が実施された。

　日々の活動や課題を共有し、

また、加盟団体の衛生管理基準

を設けるための意見交換も。食

品のやり取りや管理に際する衛

生管理を徹底することで、企業

からの信頼を得ることや団体の

底上げを目指している。

団体のここがポイント！ 担当者に聞いてみた

開催概要

フードバンク活動促進に向け
た情報交換会
～効果的で持続的なフードバ
ンク活動を続けるためにフー
ドバンク団体に必要なフード
バンクネットワークとは?～
主催：東北農政局／一般社団
法人東北フードバンク連携セ
ンター

日時 2023年11月27日
 14:00～16:00

場所 宮城県仙台市
 仙台合同庁舎

対象 食品関連事業者
 フードバンク活動団体
 地方公共団体等

参考 P.36（一般社団法人東
北フードバンク連携センター
の紹介）

▲フードバンク団体の集合研修

▲情報交換会の様子

1） 情報提供
 フードバンク活動に関する支援等について
 農林水産省大臣官房新事業・食品産業部外食・食文化課 淺浦課長補佐

2）フードバンク活動に取り組む事業者からの取組事例紹介
 仙台農業協同組合青年部 佐藤委員長

3）フードバンク活動団体による活動報告
 ①認定特定NPO法人フードバンク岩手 阿部副理事長兼事務局長

 ②一般社団法人東北フードバンク連携センター 末永代表理事

4）意見交換
 ・フードバンクの現場のニーズについて
 ・食品提供者における食品ロス削減に資する食品・食材の提供事
 　情等について

5）その他

情報交換会 内容

フードバンク団体の
集合研修も

イベントレポート　　　一般社団法人東北フードバンク連携センター




